




















設立 1958 年 2 月（創業者：高橋庫吉）
資本金 9,400 万円
従業員 273 名（正社員：248 名、パート他：25 名）
事業内容 精密加工による油圧機器部品の製造










　　 1950 年に創業者高橋庫吉の長男として生まれる。1972 年日本大学理工学部精密機械工学

































1954 年 11 月 切削工具の研削・製造開始
1958 年  2 月 東京都渋谷区に有限会社協立製作所を設立
1965 年  5 月 油圧部品の研削・製造開始
カヤバ工業（株）（現 KYB）と取引開始
1971 年  8 月 茨城県新治村（現 筑西市）に茨城工場を開設
1979 年  5 月 油研工業（株）と取引開始
 9 月 不二越（株）と取引開始
1980 年  7 月 日立建機（株）と取引開始
1991 年  6 月 上海協立機械部件有限公司を設立
川崎重工業（株）と取引開始
1992 年  9 月 （株）小松製作所（現コマツ）と取引開始
1993 年 11 月 （茨城工場）スプール専用工場完成
1996 年 10 月 組立工場完成、バルブ Assy 製品納入開始
1997 年  9 月 （茨城工場）熱処理工場完成
2000 年 11 月 ISO9001 認証取得
2001 年  7 月 東芝機械（株）（現ハイエストコーポレーション）と取引開始
 10 月 キャタピラー三菱（株）（現キャタピラージャパン）と取引開始
2004 年  4 月 （茨城）新工場完成、FMS 導入、三菱重工業（株）と取引開始
  4 月 ハイエストコーポレーションへポンプ Assy 製品納入開始
2005 年 12 月 コマツへポンプ Assy 製品納入開始、ISO9001（2000 年版）更新
2006 年  2 月 協立熱処理工業（株）設立
2007 年  9 月 （茨城）新工場増設（Ｋ６工場）
2008 年  1 月 資本金 9,400 万円に増資
  2 月 ISO14001 認証取得
  4 月 経済産業省「元気なモノ作り中小企業 300 社」に選ばれる
  6 月 コマツへフォークリフト用新バルブ Assy 製品納入開始
2009 年  5 月 東京工場を茨城工場へ統合
  7 月 日立建機へパワー・ショベル（PS）用レギュレータバルブ納入開始
 12 月 ISO14001（2004 年版）更新
2010 年  2 月 ISO9001（2008 年版）移行・更新
2011 年  7 月 「いばらぎ産業大賞」（茨城県知事表彰）を受賞
  8 月 パワー・ショベル用メインスプール増産設備（20,000 本 / 月）導入




















限会社でした。現在の資本金は 9,400 万円です。最初の資本金は 50 万円で，
それから増資して 50 万から 200 万，400 万，そして 2,000 万，9,400 万とい
う形で増加していきました。2013 年 4 月 1 日現在の従業員数は 273 名で，正




階をテナントとして貸し，3 階にだけ我社の調達関係の従業員を 2 名おいてい
ます。この部分だけ東京に残しているのは，日本中から最適調達を行なう場合
に東京が非常に便利だということが 1 つ。それと東京で調達をやっているベテ
















高橋：そして私が大学を卒業する 1 年前の 71 年に茨城工場を開設しました。
この工場は，「地方に工場を作るなら自分が後を継ぐ」という条件で建てたも







































ルでは，この部品を平均 9 本使います。93 年にはこのスプールを加工する専
用工場をこの地（茨城）に完成しました。また 96 年には部品の組立工場を完
成し，バルブ Assy 製品の納入を開始しました。さらに 97 年には熱処理工場を
完成させ，熱処理工程を内製化しました。
質問者：Assy とは assemble と同じ意味ですか。
高橋：同じ意味です。アッセンブルと言うと長いので，我々は A を大文字にし
て ssy を小文字にした略語を使います。











質問者：2004 年以降になると，ポンプ Assy 製品の納入が開始されますね。
高橋：はい。この年にハイエストコーポレーションさんへ，初めて油圧ポンプ





































































高橋：それから 2008 年 2 月には ISO 14001 の認証を取得しました。これは環
境の ISO です。そしてこの年の 4 月には，経産省の「元気なモノづくり中小
企業 300 社」に選ばれました。なおこの時は茨城県から 5 社が選ばれました。













代前半期は，売上でみて 12 ～ 13 億円の水準で，ずっと横ばいで推移しました。














































ポンプやバルブを手がけるようになった結果です。そして 2008 年には売上 60
億円を目標にしていました。ところがリーマンショックで一気に落ちてしまい，
09 年には半分になりました。
質問者：しかし 2010 年には V 字回復されたようにみえますが。
高橋：そうですね。2009 年の 10 月頃に中国が 4 兆元の公共事業をやること
を発表したのです。油圧ショベルの需要というのは，世界需要の半分が中国で
す。その中国で 4 兆元，当時の日本円でいうと 60 兆円規模になります。これ
を 3 年間で予算執行するということで，この公共事業により我社の業績も V 字
回復をとげることができました。続いて東日本大震災があった 2011 年ですが，
3 月に地震がありここ（茨城）の工場も被害を受け，復旧するのに約 2 週間か
かりました。それから 4 月くらいまでは，お客さんに納品ができず売上も上が
りませんでしたが，その後一気に回復して過去最大の売上となりました。2012
年ですが，7 ～ 8 月から経営にブレーキがかかりました。これも中国が原因で












































くまで OEM に徹しています。OEM はお客様の図面で作るだけなので付加価
































高橋：続いて中国の工場ですが，現在の従業員数は 28 名です。多い時には 65




























高橋：子供の時から東京にあった工場は 3 階建てで，1 階が工場，2 階が住ま






















































































必ずチェックします。そうすると早くても１年，重要な部品の場合には 3 ～ 5








































































ト替え，段取り替えがあります。例えば A というスプールを作り，続いて B
というスプールを作る場合にはその都度，刃物が微妙に違うのでセット替えを
します。そこで我社ではバーコードが世間に出回り始めた頃ですが，そのバー










10 万や 100 万個単位なのと比べて 50 個，100 個，200 個単位なのです。そう
すると，そうした部品の生産だけをやっていくとどんどんと間接部門が膨れ上
がってきて，最終的には規模の小さい会社とコスト競争で負けてしまいます。
小さい会社というのは間接部門がなく，30 ～ 40 人規模ならば社長が一人いれ









































て教わってこさせました。あとは 3 年か 4 年前に新卒で採用した者を，東芝


















高橋：現在，茨城工場の工場長は K 社出身で，生産管理部長は H 出身，さら
に総務部長は J 銀行から来ていただいています。我社の場合，自分たちだけで
は教育できない部署や，最初から育てられない人材があります。社内で人材が


























高橋：そうです。なお東京本社に 1 番最初に来た中国人は，結局 4 年くらい働
いた後で中国に帰りました。上海に進出するきっかけは，昔我社に勤めていた
優秀な中国人が当地にいたからなのですが，それは先ほどお話ししました総経
理のことです。それともう 1 人います。上海協立というのは，最初 2 人の中国
人で立ち上げましたが，両人とも以前にここ（茨城工場）に勤めていました。






























































































中国人の総経理が来年（2014 年）で 60 歳になり，それを区切りに辞めたいと

























































































す。そうした試みを 3 年間やって，私の息子とともに 3 名ほど伸びた人間が出
てきました。
質問者：近年，後継者不足が度々指摘されますが，それは楽しみですね。本日
はどうもありがとうございました。
